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１　前年度指摘事項等に対する措置等






該当なし
２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況

該当なし
３　組織及び業務調べ
	課名
	係(担当)名
	課の主な所掌事務

	工事検査課
	工事検査担当
	○県が施行する建設工事の検査に関すること。
○県費補助に係る建設工事の検査に関すること。
○市町村等から委託を受けた建設工事の検査に関すること。
○建設事業の評価に関すること。

	
	事業評価担当
	


４　職員の定員、現員調べ
	          種 別
 区 分
	事務職員
	技術職員
	現業職員
	合　計
	備　　    考

	
	23.4.1
現　在
	22.4.1
現　在
	23.4.1
現　在
	22.4.1
現　在
	23.4.1
現　在
	22.4.1
現　在
	23.4.1
現　在
	22.4.1
現　在
	

	定員
	
	
	１３
	１３
	
	
	１３
	１３
	

	現員
	（　）

	（　）

	（　）
１３
	（　）
１３
	（　）

	（　）

	（　）
１３
	（　）
１３
	

	過不足(△)
	
	
	０
	０
	
	
	０
	０
	

	臨時職員
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	非常勤職員
	
	
	
	
	
	
	
	
	


５　役付職員の調べ
                                                              　（平成２３年　９月　１日現在）

	職　 　　　　　名
	氏　　　　 名
	在　職　期　間
	備　　　　考

	工事検査課長
	平野　義博
	年


	５月

４
	検査専門員１年

	課長補佐兼主幹
	(兼)田中　重信
	
	２
	行政監察課課長補佐兼

主任監察員

	総括検査専門員
	田中　幸穂
	
	５
	

	検査専門員
	鈴木　和寿
	２
	５
	

	検査専門員
	佐藤　隆宏
	１
	５
	米子工事検査事務所

検査専門員２年

	検査専門員
	湊口　民弥
	１
	５
	

	検査専門員
	松島　義朗
	１
	５
	

	検査専門員
	宇和田　秀慈
	
	５
	

	検査専門員
	太田垣　順
	１
	５
	

	米子工事検査事務所長

兼検査専門員
	梅田　茂信
	
	５
	米子工事検査事務所
検査専門員１年

	検査専門員
	野坂　修司
	２
	５
	

	検査専門員
	赤川　定
	
	５
	

	検査専門員
	成相　弘美
	２
	５
	

	検査専門員
	岡田　崇朗
	
	５
	


６　主な事業に関する調べ
	事　　業　　名
	概　　　　　　　　　要

	工事検査業務
決算額
6,217千円

（財源内訳）

一般財源　

6,207千円

その他（雑入）
10千円
	ア　目的及び事業の実施状況

（1） 目的
建設工事の品質を確保するため、各事業所管課からの諸報告に基づき、県が行う建設工事（県工事）、県費補助に係る建設工事（県費補助工事）並びに市町村等から委託を受けた建設工事（市町村等工事）の検査を行うとともに、県が行う工事について成績評定を行う。

（2） 事業の実施状況
(1)専任検査員検査件数（12名）　      　                      （単位：件）

区　分
農林
土木
建築
設備
合計
県工事

中間検査
43
338
48
32
461
完成検査

57
667
81
93
898
出来形検査
0

0

0

0

0

県費補助
工事
中間検査
0

0

0
0

0
完成検査

0

0

 6
0
 6
出来形検査
0

0

0

0

0

市町村等
工事
中間検査
0

0
0

0

0
完成検査

0

15
0

0

15
出来形検査
0

0

0

0

0

合　計

中間検査
43
338
48
32
461
完成検査

57
682
87
93
919
出来形検査
0

0

0

0

0

合　計

100
1,020
135
125
1,380
※専任検査員(工事検査課及び米子工事検査事務所の職員)は、当初請負対象設計金額が1,500万円以上（建築・設備工事にあっては1,000万円以上）の県工事及びすべての県費補助工事、市町村等工事の検査を行い、兼務検査員（本庁及び各総合事務所建設工事実施課の副主幹以上の職員）はそれ以外の工事の検査を行う。
※ 1,380件には、応援検査員（年度末等検査の集中時期に臨時的に任命する兼務検査員37名）による検査87件を含む。

※任意抽出による破壊検査を次のとおり実施した。
　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁等破壊検査 5件  ・ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ支柱引き抜き破壊検査 2件

※検査区分について

　　・中間検査　　工事の適正な執行を確保するために行う検査
　　・完成検査　　工事の完成を確認するために行う検査
     ・出来形検査　請負契約解除時において工事の出来形部分を確認するため
に行う検査
(2)兼務検査員検査件数（77名）                                (単位：件）

区　分

農　林

土　木

建　築

設　備

合　計

完成検査

22
522
63
95
702
出来形検査

0

0
0

0

0
合　　計

22
522
63
95
702
※中間検査は、当初請負設計対象金額が2,000万円以上の工事について行うため、兼務検査員においては行わない。

※ 702件には、応援検査員（18名）による検査126件を含む。
(3)検査による修補、手直し、工事成績に対する不服申立      

    ① 修補 （設計図書等との不適合）
農林

土木

建築

設備

計

0

1
0

0

1
② 手直し（軽微な設計図書等との不適合）
農林

土木

建築

設備

計

1

4
2
0
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③ 不服申立（成績評定に不満がある場合に請負業者が行うもの）
農林

土木

建築

設備

計

0

1
0
0

1

イ　平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
工事目的物の品質を重視するとともに、よりきめ細やかな評定を行うため、工事成績評定要領を改正した（一般土木）。

また、建築、設備工事の請負対象設計金額250万円未満は成績評定を行わないこととし、請負者及び検査員の負担の軽減を図った。　　
　
ウ　成　果

・県等が発注した建設工事における工事目的物の品質が確保された。

・より一層現場の実情が反映させられるきめ細やかな評定を行った。
・検査員に対し研修を行い、資質向上を図ることによって検査の公平性を確保した。
・任意抽出による破壊検査により、手抜き工事の防止を図った。

　
エ　課　題

検査員間の評定視点、経験等の違いによる成績評定のバラツキを極力少なくし、評価の統一性を確保するため、引き続き、判断基準等の見直し及び研修等を実施する必要がある。


	公共事業
評価推進事業
決算額
758千円
（財源内訳）

一般財源

758千円

	ア　目的及び事業の実施状況

（ア）目的
　県が行う公共事業を鳥取県公共事業評価委員会に諮問し、客観的な評価を受けることにより、公共事業の効果的、効率的かつ適正な執行を図る。
・再評価　　着手後一定期間経過した事業の継続の適否等について評価

・事前評価  新たに着手する一定規模以上の事業計画の妥当性等について評価
（イ）事業の実施状況

委員会開催　４回    　答申　１回
区分

諮問

答　　申

継続・妥当

中止・妥当でない

継続審査・保留

再評価
2
2
　0
0

事前評価

1
1
0

0

イ　平成２２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

　　特になし
ウ　成　果
・公開の場で県民の視点で評価することにより、公共事業の透明性・客観性の向上に寄与した。

・説明責任を具体的に果たすことによる職員の意識改革が図られた。

エ　課　題

委員主導の委員会運営を目指していることから、審議に相当の時間を要しているなど効率性の観点からは改善の余地がある。
　


７　決算調書
      （総括表）
（単位：円）
	区
分
	科　　目
	予　　　　算　　　　現　　　　額
	支出済額
Ｂ
	支出済額の内訳
	翌 年 度
繰 越 額
Ｃ
	差引増減額
Ａ-Ｂ-Ｃ
	備 考

	
	
	当初予算額
	補正予算額
	継続費及び
繰越事業費
繰　越　額
	予 備 費
支出及び
流用増減
	計
Ａ
	
	本　庁
	出納機関
	
	
	

	歳
出
	一般管理費
	8,248,000
	
	
	95,670
	8,343,670
	6,974,996
	6,974,996
	
	0
	1,368,674
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　　計
	8,248,000
	
	
	95,670
	8,343,670
	6,974,996
	6,974,996
	
	0
	1,368,674
	

	同
上
財
源
内
訳
	雑　入
	10,000
	
	
	
	10,000
	10,741
	10,741
	
	0
	△741
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	小　　計
	10,000
	
	
	
	10,000
	10,741
	10,741
	
	0
	△741
	

	
	一般県費
充　　当
	8,238,000
	
	
	95,670
	8,333,670
	6,964,255
	6,964,255
	
	0
	1,369,415
	

	
	合　　計
	8,248,000
	
	
	95,670
	8,343,670
	6,974,996
	6,974,996
	
	0
	1,368,674
	


８　事業別実施状況調べ
（単位：円）
	事業名
	予算額
	支出済額
	翌年度繰越額
	差引残額
	事業の計画と実績・成果

	（一般管理費）

（主）
  工事検査業務

（主）
  公共事業評価推進事業


	6,843,670
1,500,000
	6,217,015
757,981
	0

0
	626,655
742,019

	

	目　　計
	8,343,670
	6,974,996
	0
	1,368,674
	

	
	
	
	
	
	

	合　　計
	8,343,670
	6,974,996
	0
	1,368,674
	


９　予備費の充用調べ




該当なし
１０　繰越関係調べ





該当なし
１１　収入証紙取扱額調べ




該当なし
１２　収入事務処理状況調べ
  （１）分担金及び負担金




該当なし
　（２）使用料





該当なし
　（３）手数料





該当なし
（４）財産収入





該当なし
（５）寄付金





該当なし
（６）諸収入
（単位：円）
	収　　　入　　　科　　　目
	件数
	調定金額
	収入済額
	不納欠損額
	収入未済額
	根拠法令名等
	備　考

	目
	節
	細　節
	
	
	
	
	
	
	

	雑入
	雑入
	非常勤職員
雇用保険料
	12
	10,741
	10,741
	0
	0
	
	

	
	 計（節）
	12
	10,741
	10,741
	0
	0
	 
	

	本庁執行分計（目）
	12
	10,741
	10,741
	0
	0
	 
	

	出納機関執行分計（目）
	 
	0
	0
	
	
	 
	

	目　計
	 
	10,741
	10,741
	0
	0
	 
	

	合　計
	 
	10,741
	10,741
	0
	0
	 
	


（７）現金の取扱状況








該当なし
１３　税外収入未済額調べ







該当なし
１４　未収金回収促進のための取り組み状況調べ




該当なし
１５　税外収入不納欠損額調べ







該当なし
１６　債務負担行為の状況調べ







該当なし
１７　負担金、補助金、交付金及び委託料支出状況調べ
（１）負担金









該当なし
（２）補助金









該当なし
（２－２）補助金（他課から予算の配当替えを受けて執行したもの）


該当なし
（３）交付金









該当なし
　
（４）委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）　　
	予 算 科 目
（目）
	国補
単県
の別
	委託料の名称
	委託契約の
相手方
	当　　初　　契　　約
	入札等
年月日
(契約保証金納付等年月日)
	完    了
年 月 日
	支  出  の  状  況
	備 　考

	
	
	
	
	予定価格
	(契 約 年 月 日)
契 約 額
	契　約
期　間
	
	
	支出
区分
	支  出
年月日
	金   　額
	

	
	
	
	
	変 更 契 約 （ 最 終 )
	
	履行検査年月日
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	(契 約 年 月 日)
契 約 額
	契　約
期　間
	契約形態
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	（　　　）

	～

	（　　）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	（　　　）

	～

	
	
	
	
	
	

	予定価格が20万円未満のもの
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	366,450
	

	本庁執行分計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	366,450
	

	出納機関執行分計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	0
	

	目　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	366,450
	

	合　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	366,450
	


（４－２）委託料（他課から予算の配当替えを受けて執行したもの）


該当なし
１８　工事請負費調べ








該当なし
１８－２　工事請負費調べ（他課から予算の配当替えを受けて執行したもの）

該当なし
１９　財産に関する調べ 
（１）公有財産





該当なし
　（２）金券類の受払状況
  　　ア　金券の受払状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２３年３月３１日現在）
	種　　　　　別
	前年度末
	本　年　度　中
	本年度末
	備　　考

	
	
	購　入　額
	使　用　額
	
	

	郵便切手及び郵便はがき
	　　 　　円
7,380　
	円
0　
	円
5,300　
	  　　    円
2,080　
	

	合　　計
	7,380　
	0　
	5,300　
	2,080　
	


  　　イ　タクシーチケットの受払状況
                                                                         （平成２３年３月３１日現在）
	前年度末未使用枚数
	本　　年　　度　　中
	本年度末未使用枚数

	
	購入枚数
	使用枚数及び金額
	

	                      枚
22   
	                     枚
0  
	                       枚

10  
	                       枚
12   

	
	
	                       円

20,790   
	


（３）基　金






該当なし
（４）債　権






該当なし
２０　財産の貸付け及び使用許可調べ



該当なし
２１　借受不動産明細調べ




該当なし
２２　職員住宅及び職員駐車場の管理状況調べ


該当なし
２３　自動車（二輪を除く）の管理状況調べ


該当なし
　　
２４　寄附物件の受納状況調べ




該当なし
２５　備品の処分状況調べ




該当なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            
２６　現金、有価証券、物品の亡失、損傷調べ


該当なし
２７　貸付金等状況調べ




該当なし
○　意見、要望等





特になし
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